
水 道 事 業 会 計



 

議案第 33号  

 

   令和８年度西脇市水道事業会計予算  

 

（総則）  

第１条  令和８年度西脇市水道事業会計の予算は、次に定めるところ

による。  

 

（業務の予定量）  

第２条  業務の予定量は、次のとおりとする。  

 ⑴  給水戸数         17,300戸  

 ⑵  年間給水量       3,707,000㎥  

 ⑶  １日平均給水量      10,156㎥  

 ⑷  主要な建設改良事業   

   原水浄水設備工事費    40,000千円  

   配水設備工事費     148,000千円  

 

（収益的収入及び支出）  

第３条  収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。  

 

            収      入              

   第１款  水 道 事 業 収 益 １，１１２，３３３千円     

    第１項  営 業 収 益   ７５２，９９６千円  

    第２項  営 業 外 収 益   ３５９，３３２千円  

    第３項  特 別 利 益         ５千円  

 

            支      出              

   第１款  水 道 事 業 費 用 １，１０１，９６６千円     

    第１項  営 業 費 用 １，０５９，４１９千円  

    第２項  営 業 外 費 用    ３５，９９２千円  

    第３項  特 別 損 失     １，５５５千円  

    第４項  予 備 費     ５，０００千円  

 

（資本的収入及び支出）  

第４条  資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本

的収入額が資本的支出額に対し不足する額  349,871千円は、当年度

分消費税資本的収支調整額 23,088千円及び過年度分損益勘定留保資

金  326,783千円で補塡するものとする。）。
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            収      入              

  第１款  資 本 的 収 入    ４８，１２３千円  

   第１項  国 庫 補 助 金    ４３，０００千円  

   第２項  負 担 金     ５，１２２千円  

第３項  固 定 資 産 売 却 代 金         １千円  

 

            支      出              

  第１款  資 本 的 支 出   ３９７，９９４千円  

   第１項  建 設 改 良 費   ３１３，４７２千円  

   第２項  企 業 債 償 還 金    ８４，５２１千円  

   第３項  国 庫 補 助 金 返 還 金         １千円  

 

（一時借入金）  

第５条  一時借入金の限度額は、  500,000千円と定める。  

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用）  

第６条  予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、  

次のとおりと定める。  

 ⑴  水道事業費用の各項に計上された予算に過不足を生じた場合に

おける款内各項の金額の流用  

⑵  資本的支出の各項に計上された予算に過不足を生じた場合にお  

  ける款内各項の金額の流用  

 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）  

第７条  次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経

費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用す

る場合は、議会の議決を経なければならない。  

 ⑴  職員給与費  43,329千円  

 

 （他会計からの補助金）  

第８条  物価高騰対応に係る水道基本料金免除のため、一般会計から

この会計へ補助を受ける金額は、  105,000千円である。  

 

 （たな卸資産購入限度額）  

第９条  たな卸資産購入限度額は、 19,234千円と定める。  

 

令和８年２月 24日  

 

西脇市長  片  山  象  三  
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１

２

３

４

５

６

前 年 度 予 定 損 益 計 算 書

前 年 度 予 定 貸 借 対 照 表

予 算 に 関 す る 説 明 書

予 算 の 実 施 計 画

予 定 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書

給 与 費 明 細 書

当 年 度 予 定 貸 借 対 照 表



収      入
（単位 千円）

1 1,112,333

1 752,996

1 給 水 収 益 748,216

2 負 担 金 3,296

3 1,484

2 359,332

1 2,201

2 負 担 金 1,279

3 補 助 金 105,000

4 200,961

5 1

6 8,910

7 雑 収 益 40,980

3 5

1 1

2 1

3 1

4 2

1,112,333

貸倒引当金
戻 入

1

1

引 当 金 戻入 退 職 給 付
引当金戻入

1

不 用 品
売 却 収 益

1

そ の 他 の
雑 収 益

40,979
下水道使用料徴収事務委託
料ほか

消 費 税 及び
地 方 消 費税
還 付 金

消費税及び
地方消費税
還 付 金

1

給 水 分 担金
給水分担金 8,910

一 般 会 計
補 助 金

105,000 基準外繰入金

長 期 前 受金
戻 入

長期前受金
戻 入

200,961

一 般 会 計
負 担 金

1,279 基準内繰入金

受 取 利 息
及 び
配 当 金

預 金 利 息 2,200

貸付金利息 1

手 数 料 1,482
設計審査、竣工検査手数料
ほか

雑 収 益 1

特別利益

合　　　　　　計

固 定 資 産
売 却 益

固 定 資 産
売 却 益

1

過 年 度
損 益 修 正益

過年度収益 1

そ の 他
特 別 利 益

そ の 他
特 別 利 益

営業収益

営業外収益

水 道 料 金 748,216

消 火 栓
負 担 金

3,296 消火栓維持管理費ほか

そ の 他
営 業 収 益

材 料 売 却
収 益

1

１　令 和 ８ 年 度 西 脇 市 水 道 事 業 会 計 予 算 実 施 計 画
収 益 的 収 入 及 び 支 出

説            明

水道事業収益

款 項 目 予 定 額 備     考
区     分 金     額
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（単位 千円）

1 1,101,966

1 1,059,419

1 409,799

2 94,850

法定福利費 2,170
共済組合、退職手当組合負
担金ほか

手 当 等 2,257 期末勤勉手当ほか

賞与引当金
繰 入 額

682

雑 費 40 浄水場下水道使用料ほか

給 水 及 び
配 水 費

給 料 4,719 １人

公 課 費 1 自動車重量税

受 水 費 231,119 県水受水費

材 料 費 100 施設等修繕用材料費

保 険 料 202 建物、自動車保険料

動 力 費 61,666 各水源地電力代

薬 品 費 10,844 次亜塩素、ＰＡＣほか

賃 借 料 3,936 水源地用地借上料ほか

修 繕 費 10,100 施設修繕費ほか

委 託 料 79,164
水道施設管理業務委託料ほ
か

手 数 料 1,632 水質検査手数料ほか

光 熱 水 費 329 各水源地電灯代

通信運搬費 4,469 電話、専用回線使用料ほか

備 消 品 費 517 水質試験試薬、精製水ほか

燃 料 費 150 ガソリン代

法定福利費 942
共済組合負担金、雇用保険
料ほか

被 服 費 16 作業服代

原 水 及 び
浄 水 費

給 料 3,068 １人

手 当 等 1,504 期末勤勉手当ほか

営業費用

款 項 目 予 定 額 備     考
区     分 金     額

支      出

説            明

水道事業費用
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（単位 千円）

3 77,722

法 定 福 利 費
引当金繰入額

272

厚生福利費 10 互助会費

賞与引当金
繰 入 額

1,336

法定福利費 3,962
共済組合、退職手当組合負
担金ほか

業 務 及 び
総 係 費

給 料 8,768 ２人

手 当 等 4,373 期末勤勉手当ほか

補 償 費 1,000
水道管破損による浸水被害
補償費

雑 費 1

保 険 料 525 水道管賠償責任保険料ほか

公 課 費 51 自動車重量税

動 力 費 14,586 各配水池電力代

材 料 費 1,200 修繕工事用材料費

修 繕 費 28,053 配水管漏水修繕費ほか

路面復旧費 5,500 修繕工事跡路面復旧費

手 数 料 171 庁用車車検代行手数料ほか

賃 借 料 3,927 配水池用地借上料ほか

印刷製本費 90 工事ファイル印刷代ほか

委 託 料 28,513
給水戸番図修正業務委託料
ほか

燃 料 費 150 ガソリン代

光 熱 水 費 396 各配水池電灯代

被 服 費 16 作業服代

備 消 品 費 619 消耗品代ほか

厚生福利費 5 互助会費

旅 費 80 研修旅費、普通旅費

備     考
区     分 金     額

法 定 福 利 費
引当金繰入額

139

説            明
款 項 目 予 定 額
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（単位 千円）

4 減 価 償 却費 473,346

5 資 産 減 耗費 3,700

6 2

雑 支 出 1

た な 卸 資産
減 耗 費

200

そ の 他
営 業 費 用

材 料 売 却
原 価

1

無形固定資産
減 価 償 却 費

5,798

固 定 資 産
除 却 費

3,500

工具、器具及び
備品減価償却費 3,120

構 築 物
減 価 償 却費

398,030

機械及び装置
減 価 償 却 費

58,995

貸 倒 引 当金
繰 入 額

585

建 物
減 価 償 却費

7,403

報 償 費 300 弁護士報償費

退 職 給 付費 1 退職給付引当金繰入額

雑 費 1

報 酬 123
上下水道事業審議会委員報
酬

食 糧 費 1 会議時賄費ほか

負 担 金 736 日本水道協会負担金ほか

手 数 料 3,026 口座振替手数料ほか

賃 借 料 5,197
事務所、データセンター賃
借料ほか

通 信 運 搬費 2,142 郵便、電話代ほか

委 託 料 45,277 料金関連業務委託料ほか

光 熱 水 費 257
庁内電気、ガス、上下水道
代

印 刷 製 本費 858 予算、決算書印刷代ほか

被 服 費 32 作業服代

備 消 品 費 403 事務用品、消耗品代

備     考
区     分 金     額

旅 費 62 研修旅費、普通旅費

説            明
款 項 目 予 定 額
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（単位 千円）

2 35,992

1 14,992

2 雑 支 出 1,000

3 20,000

3 1,555

1 1

2 1,553

3 1

4 5,000

1 予 備 費 5,000

1,101,966

そ の 他
特 別 損 失

そ の 他
特 別 損 失

1

予 備 費 5,000

1

貸 倒 れ に
係る消費税

52

1,000

消 費 税 及び
地 方 消 費税

消費税及び
地方消費税

20,000

合　　　　　　計

款 項 目 予 定 額 備     考
区     分 金     額

支 払 利 息
及 び 企 業債
取 扱 諸 費

企業債利息 14,992

そ の 他 の
雑 支 出

特別損失

予備費

固 定 資 産
売 却 損

固 定 資 産
売 却 損

1

過 年 度
損 益 修 正損

過年度費用 1,500 過年度還付金ほか

貸 倒 損 失

説            明

営業外費用
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（単位 千円）

1 48,123

1 43,000

1 43,000

2 5,122

1 4,200

2 922

3 1

1 1

48,123

（単位 千円）

1 397,994

1 313,472

1 40,000

2 148,000

3 委 託 費 115,000

4 営 業 設 備 費 1,454

5 職 員 費 9,018

2 84,521

1 84,521

3 1

1 1

397,994

メーター布設

１人

企 業 債
償 還 金

国 庫 補 助 金
返 還 金

原 水 浄 水 設 備
工 事 費

大伏浄水場膜モジュール及び水質計器更新工事ほか

配 水 設 備
工 事 費

鉛管対策工事、老朽管更新工事ほか

上下水道管路情報管理システム構築業務委託ほか

消 火 栓 新 設
負 担 金
他 会 計
負 担 金

基準内繰入金

固 定 資 産
売 却 代 金

国 庫 補 助 金
新しい地方経済・生活環境創生交付金

企業債償還金

国庫補助金返還金

合　　　　　　計

支      出

資本的支出

建設改良費

款 項 目 予 定 額 備     考

固定資産売却代金

合　　　　　　計

国庫補助金

負担金

資 本 的 収 入 及 び 支 出
収      入

資本的収入

款 項 目 予 定 額 備     考
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(単位　千円）

⑴ 業務活動によるキャッシュ・フロー

　当年度純利益 △ 4,759

　減価償却費 473,346

　固定資産除却額等 3,502

　退職給付引当金の増減額 △ 351

　賞与引当金等の増減額 88

　貸倒引当金の増減額 41

　長期前受金戻入額等 △ 200,962

　受取利息及び受取配当金 △ 2,201

　支払利息 14,992

　未収金の増減額（△は増加） 4,931

　未払金の増減額 327

　たな卸資産の増減額（△は増加） 2,797

　　　小　　計 291,751

　利息及び配当金の受取額 2,201

　利息の支払額 △ 14,992

業務活動によるキャッシュ・フロー 278,960

⑵ 投資活動によるキャッシュ・フロー

　有形固定資産の取得による支出 △ 286,058

　国庫補助金による収入 38,673

　消火栓新設負担金による収入 4,200

　他会計負担金による収入 922

　固定資産売却による収入 1

　国庫補助金返還金による支出 △ 1

　未収金の増減額（△は増加） △ 149

　未払金の増減額 △ 10,795

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 253,207

⑶ 財務活動によるキャッシュ・フロー

　建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 84,521

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 84,521

資金増加額 △ 58,768

資金期首残高 923,421

資金期末残高 864,653

２　令和８年度西脇市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書
（令和８年４月１日から令和９年３月31日まで）
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⑴　総 　 括

※１　期末勤勉手当には、賞与引当金繰入額を含む。

※２　法定福利費には、法定福利費引当金繰入額を含む。

区　　　分
法定福利費 合　　計

本
年
度

前
年
度

比
　
較

区　分

区　分

職
員
手
当
の
内
訳

前年度 8,419 99 336 20 1

比　較 629 △ 51 0 △ 20 0

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本年度 9,048 48 336 0 1

比　較 △ 180 441 △ 120 180 0

期 末 勤 勉
手 当

通 勤 手 当 住 居 手 当 児 童 手 当 退職給付費

本年度 216 866 1,620 960 0

前年度 396 425 1,740 780 0

扶 養 手 当 地 域 手 当
時間外勤務
手 当

管理職手当
特 殊 勤 務
手 当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

合　　計 － 0 41 633 879 1,553 179 1,732

資本勘定
支弁職員

－ 0 0 172 203 375 62 437

損益勘定
支弁職員

－ 0 41 461 676 1,178 117 1,295

合　　計 － 5 82 19,995 12,216 32,293 9,304 41,597

資本勘定
支弁職員

－ 1 0 3,901 2,739 6,640 1,936 8,576

損益勘定
支弁職員

－ 4 82 16,094 9,477 25,653 7,368 33,021

合　　計 － 5 123 20,628 13,095 33,846 9,483 43,329

資本勘定
支弁職員

－ 1 0 4,073 2,942 7,015 1,998 9,013

（人）（人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

損益勘定
支弁職員

－ 4 123 16,555 10,153 26,831 7,485 34,316

３　　給    与    費    明    細    書

職　員　数 給　　　　　与　　　　　費

特別職 一般職 報　　酬 給　　料 職員手当 計

-10-



ア　会計年度任用職員以外の職員

※１　期末勤勉手当には、賞与引当金繰入額を含む。

※２　法定福利費には、法定福利費引当金繰入額を含む。

区　　　分
法定福利費 合　　計

本
年
度

前
年
度

比
　
較

区　分

区　分

職
員
手
当
の
内
訳

前年度 7,213 75 336 20 1

比　較 538 △ 51 0 △ 20 0

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本年度 7,751 24 336 0 1

比　較 △ 180 377 △ 120 180 0

期 末 勤 勉
手 当

通 勤 手 当 住 居 手 当 児 童 手 当 退職給付費

本年度 216 743 1,560 960 0

前年度 396 366 1,680 780 0

扶 養 手 当 地 域 手 当
時間外勤務
手 当

管理職手当
特 殊 勤 務
手 当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

合　　計 － 0 41 503 724 1,268 152 1,420

資本勘定
支弁職員

－ 0 0 172 203 375 62 437

損益勘定
支弁職員

－ 0 41 331 521 893 90 983

合　　計 － 4 82 17,057 10,867 28,006 8,389 36,395

資本勘定
支弁職員

－ 1 0 3,901 2,739 6,640 1,936 8,576

損益勘定
支弁職員

－ 3 82 13,156 8,128 21,366 6,453 27,819

合　　計 － 4 123 17,560 11,591 29,274 8,541 37,815

資本勘定
支弁職員

－ 1 0 4,073 2,942 7,015 1,998 9,013

（千円） （千円）

損益勘定
支弁職員

－ 3 123 13,487 8,649 22,259 6,543 28,802

職　員　数 給　　　　　与　　　　　費

特別職 一般職 報　　酬 給　　料 職員手当 計

（人）（人） （千円） （千円） （千円） （千円）
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イ　会計年度任用職員

本
年
度

前
年
度

比
　
較

職
員
手
当
の
内
訳

区　分

比　較 64 0 0 91 0 0

区　　　分
法定福利費 合　　計

本年度 123 60 0 1,297 24 0

前年度 59 60 0 1,206 24 0

地 域 手 当
時間外勤務
手 当

特 殊 勤 務
手 当

期 末 勤 勉
手 当

通 勤 手 当 児 童 手 当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

合　　計 － 0 0 130 155 285 27 312

資本勘定
支弁職員

－ 0 0 0 0 0 0 0

損益勘定
支弁職員

－ 0 0 130 155 285 27 312

合　　計 － 1 0 2,938 1,349 4,287 915 5,202

資本勘定
支弁職員

－ 0 0 0 0 0 0 0

損益勘定
支弁職員

－ 1 0 2,938 1,349 4,287 915 5,202

合　　計 － 1 0 3,068 1,504 4,572 942 5,514

資本勘定
支弁職員

－ 0 0 0 0 0 0 0

（千円） （千円）

損益勘定
支弁職員

－ 1 0 3,068 1,504 4,572 942 5,514

職　員　数 給　　　　　与　　　　　費

特別職 一般職 報　　酬 給　　料 職員手当 計

（人）（人） （千円） （千円） （千円） （千円）
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⑵　給料及び職員手当の増減額の明細
ア　会計年度任用職員以外の職員

増減額

（千円）

給　　料 503 507

135

△ 139 異動による増減

分

  　 △ 82千円 本 年 度 4 人 0 人 4 人

その他の増減分 前 年 度 4 人 0 人 4 人

     △ 57千円 増　　減 0 人 0 人 0 人

採　　用 1 人 1 人

採用予定 0 人 0 人

職員手当 724 650

74 給与改定に伴う

増減分

       460千円

昇給に伴う増分

        54千円

その他の増減分

    △ 440千円

区　　分 説　　明

扶養手当の改正

地域手当の改正

管理職手当の改正

その他の増減分

制度改正に伴う増 期末勤勉手当の改正

減分   ６月期　2.300→2.325月分

  12月期　2.300→2.325月分

退　　職

退職予定

採用・退職の状況等（異動を含む。）

その他の増減分 職員数の異動状況
（現に在職する職員数）（その他） （計）

昇給に伴う増加分 平均昇給率　　　　　　0.78％

増 減 事 由 別 内 訳

（千円）

給与改定に伴う増 給与改定の状況

減分 　給料改定率　　　　　3.00％

備　　考
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イ　会計年度任用職員

増減額

（千円）

給　　料 130 130 その他の増減分 職員数の異動状況

       130千円 （現に在職する職員数）（その他）

本 年 度 0 人 1 人 1 人

前 年 度 0 人 1 人 1 人

増　　減 0 人 0 人 0 人

採　　用 0 人 1 人

採用予定 1 人 0 人

職員手当 155 155 その他の増減分

       155千円

⑶  給料及び職員手当の状況

大　学　卒 232,000 232,000

区　　分 説　　明 備　　考

令和８年１月１日現在

令和７年１月１日現在

区　　　分
行　　　政　　　職 一 般 会 計 の 制 度

 (円) 　　　　　　行  政  職　　 （円）

高　校　卒 206,700 206,700

 平均給与月額（円） 405,686

 平 均 年 齢 （歳） 52.9

　イ　初任給

 平均給与月額（円） 412,432

 平 均 年 齢 （歳） 50.6

 平均給料月額（円） 354,725

　ア　職員１人当たり給与

区　　　　　分 行　政　職

 平均給料月額（円） 364,600

その他の増減分

採用・退職の状況等（異動を含む。）

退　　職

退職予定

増 減 事 由 別 内 訳

（千円）

その他の増減分

（計）
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８ 級 ７ 級 ６ 級 ５ 級 ４ 級 ３ 級 ２ 級 １ 級

部 長
次 長
課 長
主 幹

課長補佐 主 査 主 任 上級職員 一般職員 そ の 他

(Ａ)

(Ｂ)

(Ｂ)／(Ａ)

(Ａ)

(Ｂ)

(Ｂ)／(Ａ)比　　　　　　率 (％) 50.0 50.0

区　　　分

区 分 合　　　　　計

号 給 数 別 内 訳

号 給 数 別 内 訳

令和８年１月１日現在

令和７年１月１日現在

本

年

度

前

年

度

３号給(人) 0 0

４号給(人) 2 2

５号給(人) 0 0

昇給に係る職員数 (人) 2 2

１号給(人) 0 0

２号給(人) 0 0

５号給(人) 0 0

比　　　　　　率 (％) 75.0 75.0

職　 　員　　 数 (人) 4 4

２号給(人) 0 0

３号給(人) 0 0

４号給(人) 3 3

職　 　員　　 数 (人) 4 4

昇給に係る職員数 (人) 3 3

１号給(人) 0 0

計 4 100.0

（級別の基準となる職務）

区　　　分

行　政　職

　エ　昇給

代 表 的 な 職 種

行 政 職

３　級 1 25.0

２　級

１　級

６　級

５　級 1 25.0

４　級 1 25.0

計 4 100.0

８　級   

７　級 1 25.0

３　級 1 25.0

２　級

１　級

６　級

５　級 1 25.0

４　級 1 25.0

　ウ　級別職員数

行　　　政　　　職

級 職 員 数 ( 人 ) 構 成 比 ( ％ )

８　級  

７　級 1 25.0
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６月（月分）12月（月分）

2.325 2.325

（1.225） （1.225）

2.300 2.300

（1.200） （1.200）

2.325 2.325

（1.225） （1.225）

（　）内は、再任用職員の支給率

　カ　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者

（月分） （月分） （月分）

　キ　地域手当 ク　特殊勤務手当

4 0.00

4 0.00

備　　　考

支　給　率　等 24.586875 33.270750 47.709000 47.709000

通　 勤　 手　 当 同　　じ

区　　　　　分 備　　　考

本　　年　　度 有

前　　年　　度 有

一般会計の制度 有

区　　　　　分 その他の加算措置等

扶　 養　 手　 当 同　　じ

住　 居 　手 　当 同　　じ

(％) 勤 務 手 当 の 名 称

　ケ　その他の手当

区　　　　　 　分 一般会計の制度との異同 差　異　の　内　容

4 -

支 給 対 象 職 員 数 支 給 対 象 職 員 の 比 率

(人) (令和８年１月１日現在)(％)

一般会計の制度(支給率) 代 表 的 な 特 殊

全　職　種

支 給 率 給 料 総 額 に 対 す る 比 率

(％) (％)

定年前早期退職特例措置

(２～20％加算)

支 給 対 象 地 域 西　脇　市 区　　　　　 　分

一般会計の制度 24.586875 33.270750 47.709000 47.709000

（2.450）

最 高 限 度

（月分）

定年前早期退職特例措置

(２～20％加算)

4.650

(2.450)

4.600

（2.400）

4.650

　オ　期末手当・勤勉手当

支給期別支給率 支 給 率 計 職制上の段階、職務の

（月分） 級 等 に よ る 加 算 措 置
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１

⑴  

ア 土 地 258,602,506

イ 建 物 442,022,929

減 価 償 却 累 計 額 △ 129,073,212 312,949,717

ウ 構 築 物 20,711,408,097

減 価 償 却 累 計 額 △ 11,023,912,573 9,687,495,524

エ 機 械 及 び 装 置 3,076,507,929

減 価 償 却 累 計 額 △ 2,567,746,525 508,761,404

オ 車 両 運 搬 具 18,992,382

減 価 償 却 累 計 額 △ 18,044,839 947,543

カ 工具、器具及び備品 67,951,534

減 価 償 却 累 計 額 △ 55,337,621 12,613,913

キ 建 設 仮 勘 定 71,314,187

10,852,684,794

⑵　

ア 電 話 加 入 権 424,200

イ 下水道施設利用権 2,939,940

ウ 県水受水施設利用権 6,674,365

10,038,505

10,862,723,299

２

⑴ 864,652,934

⑵ 95,864,014

△ 1,021,232 94,842,782

⑶ 9,646,055

⑷ 0

969,141,771

11,831,865,070

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

貯 蔵 品

そ の 他 流 動 資 産

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

４　令 和 ８ 年 度 西 脇 市 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表

（令和９年３月31日）

資　産　の　部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産
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（単位　円）

３
⑴  

ア
建設改良費等の財源に
充 て る た め の 企 業 債 882,849,348

882,849,348
⑵  

ア 退 職 給 付 引 当 金 32,240,576
32,240,576

915,089,924

４
⑴

ア
建設改良費等の財源に
充 て る た め の 企 業 債 71,166,035

71,166,035
⑵ 130,033,870
⑶ 0
⑷

ア 退 職 給 付 引 当 金 0
イ 賞 与 引 当 金 2,596,000
ウ 法 定 福 利 費 引 当 金 529,000

3,125,000
⑸ 69,364

204,394,269

５
⑴ 9,946,445,092
⑵ △ 5,789,562,816

4,156,882,276

5,276,366,469

６
⑴

ア 固 有 資 本 金 301,827,719
イ 出 資 金 2,230,346,381
ウ 組 入 資 本 金 4,258,667,688

6,790,841,788

6,790,841,788

７
⑴　

ア 工 事 負 担 金 59,309,870
イ 受 贈 財 産 評 価 額 8,206,099
ウ そ の 他 資 本 剰 余 金 39,126,381

106,642,350
⑵　

ア 当 年 度 未 処 理 欠 損 金 341,985,537
△ 341,985,537

△ 235,343,187

6,555,498,601
11,831,865,070負 債 資 本 合 計

資 本 剰 余 金 合 計
利 益 剰 余 金

利 益 剰 余 金 合 計
剰 余 金 合 計

資 本 合 計

自 己 資 本 金

自 己 資 本 金 合 計

資 本 金 合 計

剰 余 金
資 本 剰 余 金

収 益 化 累 計 額
繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

資　本　の　部

資 本 金

引 当 金 合 計
そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益
長 期 前 受 金

未 払 金
前 受 金
引 当 金

引 当 金 合 計
固 定 負 債 合 計

流 動 負 債
企 業 債

企 業 債 合 計

負　債　の　部

固 定 負 債
企 業 債

企 業 債 合 計
引 当 金
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注記  

 

１　重要な会計方針  

　⑴　資産の評価基準及び評価方法  

　　ア　有価証券の評価基準及び評価方法  

　　　　満期保有目的債券のため、評価しない。  

　　イ　たな卸資産の評価基準及び評価方法  

　　　　たな卸資産は事業用の材料で、重要性に乏しいので、低価法

によらず先入先出法とする。  

　⑵　固定資産の減価償却の方法  

　　ア　有形固定資産（リース資産を除く。）  

　　　 (ア)　減価償却の方法　　　　定額法による。（ただし、量水器  

　　　　　　　　　　　　　　　　については取替法による。）  

　　　 (イ)　主な耐用年数  

　　　　　建物　　　　　　　　　 50年  

　　　　　構築物　　　　　　　　 40年  

　　　　　機械及び装置　　　　　８～ 15年  

　　　　　車両運搬具　　　　　　４年  

　　　　　工具、器具及び備品　　８～ 15年  

　　イ　無形固定資産（リース資産を除く。）  

　　　 (ア)　減価償却の方法　　　　定額法による。  

　　　 (イ)　主な耐用年数  

　　　　　県水受水施設利用権　　 15年  

　⑶　引当金の計上方法  

　　ア　退職給付引当金  

　　　　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職

手当の要支給額から、兵庫県市町村職員退職手当組合における

積立金相当額を控除した金額を計上している。  

　　イ　賞与引当金  

　　　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末

における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上

している。  

　　ウ　法定福利費引当金  

　　　　職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備え

るため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担

に属する額を計上している。  

　　エ　貸倒引当金  

　　　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
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別に回収可能性の検討により、回収不能見込額を計上している。  

　⑷　消費税及び地方消費税の会計処理  

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式による。  

 

２　予定貸借対照表等関連  

　⑴　企業債の償還に係る他会計の負担  

貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から

起算して１年以内に償還予定のものも含む。）のうち、他会計が

負担すると見込まれる額は 10,986千円である。  

　⑵　引当金の取崩し  

　　ア　退職給付引当金の取崩し  

令和８年度において、退職手当を支給するため取り崩すと見

込まれる退職給付引当金の額は  352千円である。  

　　イ　賞与引当金の取崩し  

令和８年度において、期末手当及び勤勉手当を支給するため

取り崩すと見込まれる賞与引当金の額は  2,524千円である。  

　　ウ　法定福利費引当金の取崩し  

令和８年度において、期末手当及び勤勉手当に係る法定福利

費を支出するため取り崩すと見込まれる法定福利費引当金の額

は  514千円である。  

　　エ　貸倒引当金の取崩し  

令和８年度において、債権の不納欠損による損失に充てるた

め取り崩すと見込まれる貸倒引当金の額は  543千円である。  
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１

⑴　 給 水 収 益  728,694,546

⑵ 負 担 金 2,532,000

⑶ そ の 他 営 業 収 益 1,112,820 732,339,366

２

⑴ 原 水 及 び 浄 水 費 369,960,615

⑵ 給 水 及 び 配 水 費 84,453,977

⑶ 業 務 及 び 総 係 費 68,650,507

⑷ 減 価 償 却 費 497,851,000

⑸ 資 産 減 耗 費 3,700,000

⑹ そ の 他 営 業 費 用 1,910 1,024,618,009

292,278,643

３

⑴　受 取 利 息 及 び 配 当 金 2,177,000

⑵　負 担 金 1,150,000

⑶ 長 期 前 受 金 戻 入 204,730,000

⑷　給 水 分 担 金 5,404,546

⑸　雑 収 益 37,970,776

⑹　補 助 金 51,100,000 302,532,322

４

⑴
支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

16,793,000

⑵ 雑 支 出 6,876,610 23,669,610 278,862,712

13,415,931

５

⑴ 固 定 資 産 売 却 益 910

⑵ 過 年 度 損 益 修 正 益 910

⑶ そ の 他 特 別 利 益 1,000

⑷　 引 当 金 戻 入 3,813,000 3,815,820

６

⑴　 固 定 資 産 売 却 損 3,800,000

⑵ 過 年 度 損 益 修 正 損 381,091

⑶ そ の 他 特 別 損 失 2,010,000 6,191,091

７

⑴　予 備 費 5,000,000 5,000,000 △ 7,375,271

20,791,202

316,435,465

0

337,226,667

予 備 費

当 年 度 純 損 失

前 年 度 繰 越 欠 損 金

その他未処分利益剰余金変動額

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 損 失

特 別 利 益

特 別 損 失

５　令 和 ７ 年 度 西 脇 市 水 道 事 業 予 定 損 益 計 算 書（前年度分）

　　　　　　　　　（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで） 　　 　 （単位　円）

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 損 失
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１

⑴  

ア 土 地 258,602,506

イ 建 物 442,023,029

減 価 償 却 累 計 額 △ 121,670,212 320,352,817

ウ 構 築 物 20,435,479,482

減 価 償 却 累 計 額 △ 10,625,882,573 9,809,596,909

エ 機 械 及 び 装 置 3,076,136,079

減 価 償 却 累 計 額 △ 2,508,751,855 567,384,224

オ 車 両 運 搬 具 18,993,292

減 価 償 却 累 計 額 △ 18,044,839 948,453

カ 工具、器具及び備品 67,446,079

減 価 償 却 累 計 額 △ 52,217,621 15,228,458

キ 建 設 仮 勘 定 65,564,187

11,037,677,554

⑵　

ア 電 話 加 入 権 424,200

イ 下水道施設利用権 2,939,940

ウ 県水受水施設利用権 12,472,365

15,836,505
⑶

11,053,514,059

２

⑴ 923,421,056

⑵ 100,646,077

△ 980,625 99,665,452

⑶ 12,443,439

⑷ 0

1,035,529,947

12,089,044,006

貯 蔵 品

そ の 他 流 動 資 産

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産 合 計

６　令 和 ７ 年 度 西 脇 市 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表

（令和８年３月31日）

資　産　の　部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産
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（単位　円）

３
⑴  

ア
建設改良費等の財源に
充 て る た め の 企 業 債 954,015,461

954,015,461
⑵  

ア 退 職 給 付 引 当 金 32,240,576
32,240,576

986,256,037

４
⑴

ア
建設改良費等の財源に
充 て る た め の 企 業 債 84,520,922

84,520,922
⑵ 140,502,400
⑶ 0
⑷

ア 退 職 給 付 引 当 金 351,363
イ 賞 与 引 当 金 2,523,374
ウ 法 定 福 利 費 引 当 金 513,215

3,387,952
⑸ 69,364

228,480,638

５
⑴ 9,902,651,676
⑵ △ 5,588,601,816

4,314,049,860

5,528,786,535

６
⑴

ア 固 有 資 本 金 301,827,719
イ 出 資 金 2,230,346,381
ウ 組 入 資 本 金 4,258,667,688

6,790,841,788

6,790,841,788

７
⑴　

ア 工 事 負 担 金 59,309,870
イ 受 贈 財 産 評 価 額 8,206,099
ウ そ の 他 資 本 剰 余 金 39,126,381

106,642,350
⑵　

ア 当 年 度 未 処 理 欠 損 金 337,226,667
△ 337,226,667

△ 230,584,317

6,560,257,471
12,089,044,006負 債 資 本 合 計

資 本 剰 余 金 合 計
利 益 剰 余 金

利 益 剰 余 金 合 計
剰 余 金 合 計

資 本 合 計

自 己 資 本 金

自 己 資 本 金 合 計

資 本 金 合 計

剰 余 金
資 本 剰 余 金

収 益 化 累 計 額
繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

資　本　の　部

資 本 金

引 当 金 合 計
そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益
長 期 前 受 金

未 払 金
前 受 金
引 当 金

引 当 金 合 計
固 定 負 債 合 計

流 動 負 債
企 業 債

企 業 債 合 計

負　債　の　部

固 定 負 債
企 業 債

企 業 債 合 計
引 当 金
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注記  

 

１　重要な会計方針  

　⑴　資産の評価基準及び評価方法  

　　ア　有価証券の評価基準及び評価方法  

　　　　満期保有目的債券のため、評価しない。  

　　イ　たな卸資産の評価基準及び評価方法  

　　　　たな卸資産は事業用の材料で、重要性に乏しいので、低価法

によらず先入先出法とする。  

　⑵　固定資産の減価償却の方法  

　　ア　有形固定資産（リース資産を除く。）  

　　　 (ア)　減価償却の方法　　　　定額法による。（ただし、量水器

については取替法による。）  

(イ)　主な耐用年数  

建物　　　　　　　　　 50年  

　　構築物　　　　　　　　 40年  

　　機械及び装置　　　　　８～ 15年  

　　車両運搬具　　　　　　４年  

　　工具、器具及び備品　　８～ 15年  

　　イ　無形固定資産（リース資産を除く。）  

　　　 (ア)　減価償却の方法　　　　定額法による。  

(イ)　主な耐用年数  

　　県水受水施設利用権　　 15年  

　⑶　引当金の計上方法  

　　ア　退職給付引当金  

　　　　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職

手当の要支給額から、兵庫県市町村職員退職手当組合における

積立金相当額を控除した金額を計上している。  

　　イ　賞与引当金  

　　　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末

における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上

している。  

　　ウ　法定福利費引当金  

　　　　職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備え

るため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担

に属する額を計上している。  

　　エ　貸倒引当金  

　　　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
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別に回収可能性の検討により、回収不能見込額を計上している。  

　⑷　消費税及び地方消費税の会計処理  

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式による。  

 

２　予定貸借対照表等関連  

　⑴　企業債の償還に係る他会計の負担  

　　　貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から  

　　起算して１年以内に償還予定のものも含む。）のうち、他会計が  

　　負担すると見込まれる額は 11,632千円である。  

　⑵　引当金の取崩し  

　　ア　退職給付引当金の取崩し  

令和７年度において、退職手当を支給するため取り崩すと見

込まれる退職給付引当金の額は  3,453千円である。  

　　イ　賞与引当金の取崩し  

令和７年度において、期末手当及び勤勉手当を支給するため

取り崩すと見込まれる賞与引当金の額は  2,271千円である。  

　　ウ　法定福利費引当金の取崩し  

令和７年度において、期末手当及び勤勉手当に係る法定福利

費を支出するため取り崩すと見込まれる法定福利費引当金の額

は  459千円である。  

　　エ　貸倒引当金の取崩し  

令和７年度において、債権の不納欠損による損失に充てるた  

め取り崩すと見込まれる貸倒引当金の額は  472千円である。
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